
｜日野町｜
まちのたから

私
に
と
っ
て
の
日
野

川
内
さ
ん
の
生
ま
れ
故
郷
は

東
近
江
市
五
個
荘
。４
歳
か
ら
は

大
阪
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。「
母

の
実
家
が
日
野
だ
っ
た
の
で
、年

２
回
、お
正
月
と
夏
休
み
に
は
母

と
一
緒
に
必
ず
日
野
に
帰
っ
て
い

ま
し
た
。小
学
生
時
代
の
夏
休
み

に
は
、き
ょ
う
だ
い
だ
け
で
長
い

間
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。あ
る
意
味
私
に
と
っ
て

日
野
は
故
郷
の
よ
う
な
も
の
な

ん
で
す
よ
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

川
内
さ
ん
の
幼
少
期
の
記
憶

の
な
か
に
、日
野
が
し
っ
か
り
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ご
縁
で
、

今
回
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
つ
つ
む
で
の

写
真
展
が
実
現
し
ま
し
た
。

写
真
と
の
出
会
い

「
大
学
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
専
攻
だ
っ
た
の
で
す
が
、週
に

一
度
写
真
の
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
写
真
に
興
味
は
あ
り
ま

し
た
が
、そ
の
と
き
に
写
真
の
面

白
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。卒
業
後

も
写
真
の
技
術
を
学
び
た
い
と
思

い
、広
告
宣
伝
会
社
の
写
真
部
に

就
職
し
ま
し
た
」と
川
内
さ
ん
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
作
品
を
撮
る
こ

と
を
意
識
さ
れ
は
じ
め
た
川
内
さ

ん
は
、１
９
９
７
年
に
新
人
の
登

竜
門
で
あ
る「
ひ
と
つ
ぼ
展
」写
真

部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
さ
れ
、

２
０
０
１
年
に
は
写
真
集「
う
た

た
ね
」「
花
火
」「
花
子
」の
３
冊
を

同
時
に
発
表
、翌
年
、写
真
界
の

芥
川
賞
と
呼
ば
れ
る
木
村
伊
兵

衛
写
真
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

旧
正
野
玄
三
家
薬
店
は
、町
の
観
光
情
報
発
信
基
地
「
日
野
ま
ち
か
ど

感
応
館
」と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
敷
地
奥
に
、か
つ
て
薬
の
包
装

作
業
場
と
し
て
使
わ
れ
た
「
包
装
場
」が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

２
０
１
７
年
秋
、包
装
場
の
一
部
が「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
つ
つ
む
」と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、２
０
１
８
年
新
春
に
は
作
品
展
示
用
の
壁
面
が
完
成
、

こ
の
た
び
本
格
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、２
月
２５
日（
日
）か
ら
４
月
１
日（
日
）ま
で
の
間
、日

野
町
ゆ
か
り
の
写
真
家・川
内
倫
子
さ
ん
の
写
真
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
川
内
さ
ん
に
、日
野
町
の
思
い
出
、写
真
と

の
出
会
い
、今
回
の
展
示
概
要
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

世界で活躍する日野町ゆかりの写真家

川
かわうち

内 倫
り ん こ

子さん

以
来
、世
界
各
国
で
多
数
の
写

真
集
を
刊
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、

写
真
展
を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、精

力
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

Som
eday for Sure

今
回
の
展
示
に
つ
い
て
お
伺
い

す
る
と「
五
個
荘
と
日
野
を
舞
台

に
撮
影
し
た
家
族
の
16
年
間
の

記
録
と
、今
も
日
野
町
で
暮
ら
す

祖
母
の
小
さ
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

写
真
と
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
展
示

し
て
い
ま
す
」と
お
話
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

光
あ
ふ
れ
る
滋
賀
の
風
景
、穏

や
か
な
日
々
の
暮
ら
し
、兄
の
結

婚
、祖
父
の
死
、新
し
い
命
の
誕

生
。誰
も
が
経
験
す
る
家
族
の
出

会
い
と
別
れ
が
、「
生
命
の
サ
イ

ク
ル
」と
い
う
主
題
に
の
せ
て
綴

ら
れ
た
展
示
で
す
。こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
つ
つ
む

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念

川
内
倫
子
さ
ん
写
真
展

『S
om
ed
ay 
for S

u
re

』

と　

き

４
月
１
日（
日
）ま
で

と
こ
ろ

日
野
ま
ち
か
ど
感
応
館
内

（
日
野
町
村
井
１
２
８
４
番
地
）

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

定
休
日

毎
週
月
曜
日

※
３
月
５
日
は
日
野
ひ
な
ま
つ
り
紀

行
開
催
期
間
の
た
め
開
館
し
て
い

ま
す
。

そ
の
他

ギ
ャ
ラ
リ
ー
つ
つ
む
で
は
年

に
数
回
、日
野
町
ゆ
か
り
の

方
や
滋
賀
に
ま
つ
わ
る
作
品

を
展
示
し
て
い
き
ま
す
。お

楽
し
み
に
！

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

日
野
ま
ち
か
ど
感
応
館

（
日
野
観
光
協
会
内
）

☎
０
７
４
８-

５
２-

６
５
７
７

ギ
ャ
ラ
リ
ー
つ
つ
む
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://tutum
u.gallery/
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日 野 の 教 育 目 標

日野町教育委員会は、学校教育の充実のため一歩一歩着実に取組を進めます。

問い合わせ先 ◆ 教育委員会事務局 学校教育課 ☎0748-52-6564

「日野のたから」を未来につなぐ、心豊かでたくましい人づくり
日野の教育の重点 『まち全体で地域の将来を担う子どもたちを育成する』

～ふるさと日野を愛し、ふるさと日野に誇りをもつ人づくり～

ひのっこだより

1月5日（金）、日野公民館で町民の皆さんや学校関係者、約
120名の参加を得て「第1回日野町教育フォーラム」を開催しま
した。フォーラムは、最初に学校における校内研究の成果と日
野っ子育成事業における実践を発表しました。その後「子どもの
学びに向かう力をいかに育てるか」と題し、佛教大学教育学部
教授	原	清治先生にご講演いただきました。2018年のスタート
にふさわしい熱のこもった講演で、「目の前の子どもとどう向き
あっていけばよいのか考えるきっかけとなった」と参加者一同こ
れからの日野の教育について深く考える時間となりました。

第1回 日野町教育フォーラムを開催！

子どもの学びに向かう力向上に向けて

平成30年度も
「ひのっこ」の育成に
全力で取り組みます！
のを大切にする子ども
びのびと	ともに学ぶ子ども

地域のよさを	 たえる子ども
地域と繋がり	 動する子ども

必佐小学校・西大路小学校・桜谷小学校にタブレットパソコンを配備

昨年8月に小学校3校にタブレットパソコンを配備し、町内全小中学
校でタブレットパソコンを活用した授業に取り組んでいます。例えば、
体育のマット運動では、タブレットで撮影した映像を見てもっとうまくで
きるようになるためにグループで話し合うなど、主体的、対話的で深い
学びとなる授業を工夫しています。

小学校で「日野椀」を活用した授業

今年度、町内全
小学校に町の伝統
工芸品である「日
野椀」を配備しまし
た。日野椀を活用し
道徳、各教科の横
断的な授業実践を
通して、先人の技術・知恵・心を学び、ふるさと日野
に誇りを持つ子どもを育てます。

授業力向上パートナー事業

子ども達の学びに向かう力の向上と
町内小中学校の教員の授業力向上の
ため、学校教育課担当指導主事が先生
方と共に授業づくりを進めています。今
年度は21名の先生の授業を参観し、子
どもの“わかった”“できた”を実現する
授業について一緒に考えました。

小学校でシーナ先生と一緒に外国語活動の学習

学級担任とともに昨年6月より外国語活動指導
講師が小学校外国語活動を行なっています。「シー
ナ先生がいると、発
音がわかりやすい」
「発音をまねると
発音がわかってき
た」という子ども達
の声に、意欲の高ま
りが感じられます。

平成29年度
４つのスタート
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